
支援計画

解説と支援の方向性について

※書籍『フレームワークを活用した自閉症支援』（104～105頁）を参考に記入してください。　検索"自閉症　フレームワーク”

　人や物、予定などの変化の対応が苦手です。物の置き場所、習慣になっていることの保持しようと
する様子が見られます。しかし、いつも同じことは得意、繰り返しは得意ということでもあります。
習慣で教える工夫と、変化を見える形で伝えることが大切です。変更では、視覚的に事前に予告した
り、変更をしたりします。

※支援の具体的な計画は自立課題シートで整理する方法もあります

環境を変える部分は？ 本人の特性にあわせた支援は？ 本人に伝える・教える部分は？

・必要に応じて、まずはVTRや
写真などの教材で実施する。

・状況によって「どこに座るの
か・座れないこと」を図やフ
ローチャート又は表などで伝え
る。
・上記をまとめた、確認表を持
ち運びサイズで用意する。

・必要に応じて１対１の勉強の
場面で例題で教える。
・登下校、移動支援などで、い
くつかの事例を踏まえて、確認
表を見ながら進める。
・支援をフェードアウトする

活用できる他の資源 活用できる本人のスキル 活用できる本人の気づき

１対１で教える場面がある
移動支援を利用できる

文章や図、表などを理解するこ
とができる
空間の平面図を理解できる

■ 様々な状況の変化
いつも座っている席に人が座っ
ている

□ 影響を与える刺激や情報

■ 必要な支援がない
本人にあわせた「座れないこと
ものある」などの予告や、状況
に応じた対応の仕方を指示され

ていない。

□その他

■ 空間の整理統合の困難
さ：状況に応じて自分の場
所を調整することとが難し
い

■ 変化の対応の特性：いつ
も同じように、自分の場所
を保持しようとする

■ 受容コミュニケーションの特
性：指示の理解の困難さ

■ 社会性・対人関係の特性：周
囲のイメージを想像することが
難しい。

■ 習慣になっているものがある
いつも同じ場所に座って習慣になっ
ている

■ 自分流の気づき・考え方をもつ
自分の場所を決めている

■ 過去に経験したこと学んだこと
同じ席に座れば安全、変化が少な
い。

□ 過去に経験したことにより恐怖や嫌
悪感をもっていること

■ 行動前の状況※
どこに座っていいかわからない
どのように座る場所を決めたがいいか
わからない

■ 行動後の状況・結果※
いつも同じですることで座れた
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課題になっている行動（気になる行動）

環境・状況の要因 本人の特性 本人の経験や気づきの影響

通学の電車で自分の

席を決めて

「座ってはダメ」と注意する
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